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１．液状化の発生原理メカニズム
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１．２傾斜住宅の健康被害

液状化により不同沈下した建物の傾斜によ
り、日常生活に支障をきたす健康被害が生じ
ることが明らかにされている。以下に具体的調
査研究者とそれらの結果を参考にまとめた表
を示す。









２．液状化被害を防ぐための手段・方法

都市や地域全体の液状化防止対策については、提案された
技術により試験施工されている地域もあります。
ここでは、比較的小規模な建築物を対象としてお話を進めます。
液状化被害を防ぐための方法はいろいろ考えられます。
「小規模建築物基礎設計指針」（日本建築学会2008制定）などが
参考資料となると考えます。

①地表面から15ｍ程度の深さまで杭（回転貫入式鋼管杭工法
160Φ程度利用など）を配置する。
②地表面から７ｍ程度までを地盤改良する。地盤改良の方法
としては、パイプ（70Φ程度）を１ｍ以内に網目のように打ち込む。
③地表面3ｍ前後の地盤を固化剤等で地盤改良を行なう。



④地下水の地震時における圧力上昇（泥水圧上昇）を防ぐ
方法の採用
⑤常水位レベルを下げ、液状化の発生要因を取り除く方法

液状化現象が発生する危険性のある地域では、
直接基礎（べた基礎）の採用を基本としたい。



３液状化被害建物の事例と修復例
3.1 液状化により発生した被害例を以下に示す。












